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令和７年度第１回大船渡市学校支援活動運営委員会 

 

日 時  令和７年７月９日（水） 午後３時 00 分～午後３時 40 分 

場 所  大船渡市役所 教育委員会会議室 

出席者  運営委員会委員 ３名 

菊池康幸委員、中村明彦委員、菅原優子委員 

大船渡市 

生涯学習課：課長、課長補佐、主任 

中央公民館：館長補佐 

 

〔会議内容〕 

１ 開 会 

２ 挨 拶 課長 

 

３ 学校支援活動運営員会委員及び関係職員の紹介 

 

４ 委員長及び副委員長の選任 

大船渡市学校支援活動運営委員会設置要綱第４第１項の規定により、委員長及び

副委員長は互選によることとされているため、選任方法を諮ったところ、事務局案

を求められた。 

事務局案として、委員長に菊池康幸委員、副委員長に紀室浩委員として選任する

ことを提案したところ、異議なく承認された。 

 

５ 協 議 

  第１号 令和７年度大船渡市地域学校協働本部事業内容及び評価項目について 

   事務局より、別紙資料のとおり説明し、意見を諮った。 

 

〈意見・質疑応答〉 

【家庭教育学級、英語体験教室、青少年体験学習事業、ふるさと教育講座について】 

菅 原 委 員：資料４ページ「家庭教育学級「英語体験教室」」について６月に開催

したと思うが、そのアンケート結果はあるか。 

市 の 考 え 方：（中央公民館）今回の資料には添付していないが、参加者の満足度は

目標値を超えており、かつ非常に高かった。 

菅 原 委 員：昨年度の委員会において、英語体験教室のアンケートの改善を提案

（具体的な事例等を盛り込む等）したが、何か見直しを図ったとこ

ろがあれば教えていただきたい。 

市 の 考 え 方：（中央公民館）ご助言を基に見直しを図った。まず、今年度の第１回

目の学級は対象者を未就学児限定としたことから、それに伴ってア

ンケートの対象を保護者のみとした。講座の内容が都度変わること
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からアンケートに具体的な事例は盛り込めなかったが、「子どもの創

造力の向上」を図るという主旨に基づき、保護者が回答しやすくな

るよう表現を改めた。英語体験教室に参加する過程で子どもの変化

を保護者が感じたかという内容にしている。今後も改良の余地があ

れば検討してまいりたい。 

 

【スクールガード配置事業、学校支援事業について】 

菅 原 委 員：資料６ページ「スクールガード配置事業」について、大船渡中と末

崎中の合併に係る質問だが、昨年は大船渡中のスクールガードは秋

からの配置だったと思うが今年の配置状況は。 

市 の 考 え 方：（生涯学習課）前提として、スクールガード以外にもコーディネータ

ー、ボランティア全てにおいて、学校からの配置希望を伺った上で

生涯学習課が配置している。したがって、配置希望がない学校には

配置していない。 

今年度の大船渡中学校の配置については、現状で配置希望がないこ

とから配置の予定はないという状況。 

 菅 原 委 員：統廃合により生徒の送迎に係る車の動きや流れが大きく変わった。

だからこそ、学期始めはスクールガードを配置する最も重要な時期

だったと思う。 

配置希望がなかったとのことだが、状況は把握しておくべきであっ

たと思う。その上で学校側が不要とのことであればそれまでだが、

残念に思う。 

一方で、児童・生徒がスクールガードのことを知らないということ

を聞いた。学校でも交通安全教室等を実施していると思うので、そ

ういった機会にスクールガードを紹介すべきと思う。 

 市 の 考 え 方：（生涯学習課）学校側も、統廃合後の初年度で課題を全て把握できて

いない状況であると思う。 

担い手の確保の問題があるが、ご意見を基に、市でも学校・保護者

のニーズや状況の把握に努めてまいりたい。 

 中 村 委 員：図書ボランティアさんには非常に助かっている。 

        今の子どもたちは、１人に１台タブレットを持たされており、家庭

によってはタブレットで書籍を読んでいる家庭もあるかもしれない。 

        そのような中で、ボランティアの方々には図書の整理・修繕だけで

なく、配置や見出しを工夫したり、ポップを作成していただいたり

して、図書室の利用に繋げていただいている。 

        子どもたちが本に触れる機会を増やしていただいており、大変あり

がたい。 

 菊 池 委 員 長：菅原委員のお話を聞き、反省すべきと思ったところがある。 

我々教職員や図書委員会の児童・生徒は図書ボランティアの方と接

する機会があるが、知らない子どもも多い。 

ボランティアから了解をいただき、学校便り等でご紹介できればと
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思う。 

ボランティアの方々は、図書整理等の業務に限らず、人柄も気持ち

の良い方々で非常に助かっている。 

 中 村 委 員：中学校だと色々な地区から生徒が通学してくるので、紹介といって

もなかなか難しい部分もある。小学校であれば地域の方が来てくだ

さるので、学校通信に載せたり壁に掲示したりして紹介できるかと

思う。ボランティアの方と直接接する機会というのはボランティア

それぞれのご都合もあり難しいところもあると思うが、一言二言紹

介する機会があればと感じた。 

 

６ その他 

 事 務 局：委嘱期間は２年間。 

また、今年度の学校支援活動運営委員会は、今回を含めて３回の開催

を予定しており、２回目は 10 月に開催予定である。 

 

７ 閉 会 


